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History

※1  2015年3月期
※2  SBIホールディングスを含む。ピーク時11社（2008年3月期）

＊	ブリリアントカット化
	� SBIグループの各社・事業体をダイヤモンドの面になぞらえ、

ダイヤモンドが最も美しく輝くとされる「58面体のブリリアント
カット」をSBIグループにおける企業生態系の主要な58の会
社・事業体に例えたものです。ダイヤモンドの一つ一つの面
を磨くようにそれぞれの事業を磨き上げることでSBIグループ
を光り輝くダイヤモンドにするべく、規模の拡大から、収益力
の強化を重視した経営へと移行しました。

創設当時 
1999年

2015年 
3月末

グループ顧客基盤 0 1,794万件
従業員数（連結） 55人 6,094人
売上高（連結） 0 2,450億円 ※1

連結子会社数 0 142社
グループ上場企業 0 5社 ※2

資本金 5,000万円 817億円
純資産 5,000万円 4,306億円

2005年7月
SBIホールディングス（株）に商号変
更し、持株会社体制に移行。

2005年5月
シンガポールの投資会社と有望な
中国企業を投資対象としたNew 
Horizon Fundを共同設立。

2005年10月
初の海外拠点として中国・北京駐
在員事務所を開設。

1999年7月
ソフトバンク・インベストメント（株）として設立され、 
ベンチャーズ・インキュベーション事業を開始。

1999年3月
ソフトバンク（株）（現ソフトバンクグループ（株））の
純粋持株会社化に伴う事業再編成を受け、金融
関連分野における事業活動を統括するソフトバン
ク・ファイナンス（株）として独立。

1999年10月
イー・トレード証券（株）（現（株）SBI証券）がイン
ターネット取引開始。

1999年11月
ソフトバンクベンチャーズ（株）（現SBIインベスト 
メント（株））を完全子会社化。

2000年7月
当時日本最大規模となる出
資約束金総額1,505億円の
ソフトバンク・インターネットテク
ノロジー・ファンドを設立。

2002年2月
東京証券取引
所市場第一部
に上場。

2004年7月
モーニングス
ター（株）を子
会社化。
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2006年8月
ソフトバンク（株）（現ソフトバンクグルー
プ（株））が子会社を通じて保有してい
たSBIホールディングス（株）の全株式
を売却。

2007年2月
シンガポール現地法人 
SBI VEN CAPITAL PTE. LTD.を設立。

2007年8月
私設取引システム（PTS）を
運営するSBIジャパンネクス
ト証券（株）が営業開始。

2007年9月
住信SBIネット銀行（株）が
開業。

2010年4月
中国・上海駐在員事務所を開設。

2010年7月
韓国のKorea  Techno logy 
Investment Corporation（現
SBI Investment KOREA Co., 
Ltd.）を持分法適用関連会社化。

SBIグループの「ブリリアントカット
化＊」を発表。

2015年2月
ピーシーエー生命（株）

（現SBI生命（株））の
全株式を取得し、 
連結子会社化。

2013年3月
韓国の（株）現代スイス貯蓄銀
行（現（株）SBI貯蓄銀行）の株
式を取得し、連結子会社化。

2011年5月
マレーシア・クアラルンプール 
駐在員事務所を開設。

2012年3月
中国大連市に中国事業統括
会社である思佰益（中国）投
資有限公司を開業。

2012年5月
SBI FXトレード（株）が営業開始。

2012年6月
SBIマネープラザ（株）が営業開始。2008年11月

FX取引のマーケットインフ
ラを提供するSBIリクイディ
ティ・マーケット（株）がサー
ビス提供開始。

2008年12月
香港現地法人SBI Hong Kong Co., Limited（現SBI 
Hong Kong Holdings Co., Limited）が開業。

2008年1月
SBI損害保険（株）が開業。

2008年4月
SBIファーマ（株）を設立。

「日本のSBI」から「世界のSBI」へ2005

金融サービス事業において 
証券・銀行・保険を3つのコアとし、
徹底的な「選択と集中」を推進2012

ブリリアントカット化*を打ち出し、 
規模の拡大から収益力重視へ2010

金融生態系の形成・構築1999

インターネット金融コングロマリット体制の確立2008

沿革


